
 
 
平成 29年２月 2７日に開催された実践的なカンファレンス指導の様子です。 
すまいるホーム黄金／すまいるホーム楠田の職員合同で本格的なカンファレンスのご指導をして頂きました。 
今回は、すまいるホーム楠田の利用者様２名を事例にみんなでカンファレンスを行い、学ばせて頂きました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ス タ ッ フ の 声 

 

●毎日の日々の利用者様との関りの中で「慣れ」というものが出てきてしまっていると思う。 
この人はこういう人だから、この人はいつもこうだからといった様な考えで動いており、気配りも発見もで
きていないように感じるので、改善をしていきたいと思います。 

 
 
●少しでも利用者様を理解でき、お互いに共有し、毎日を穏やかに過ごして頂けたらいいなと思いました。 
 
 
●同じ声かけをするのではなく、違う目線から考えて声かけを行う。 
 お風呂の時間やちょっとした時間にお話しする時間をつくり、その方の好みなどを知りその方に合わせた

声かけを行わないといけないと感じました。 
 
 
●利用者様に対しては、慣れをなくし、一日一日を新鮮な気持ちと「安心・安全」を心がけ、いつも冷静に対応

していかねばいけないように思いました。また、気配りを持つ日々を過ごしていきたいと思いました。 
 


